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うめきた・グランフロント大阪 誕生！
４月26日、うめきた先行開発区域「グランフロント大阪」がついにまちびらきを迎えた。
都心に残された最後の一等地「うめきた」の開業により、今後、ヒト・モノ・カネの流れが大きく変わ
ることが予想される。関西経済の起爆剤として多方面からの高い期待と注目が集まる、うめきた先行開
発区域「グランフロント大阪」について紹介する。

まちびらきにいたる経緯

　2002年９月、都市基盤整備公団(現・都市再
生機構)、関経連、大商、大阪府・市等で構成さ
れた実行委員会により、「大阪駅北地区国際コン
セプトコンペ」が開催された。都心に残された最
後の一等地ともいうべき大阪駅北地区について、
その可能性を最大限に生かした、美しく、活力と
風格のあるまちづくりをめざしたこのコンペでは、
関西のさらなる発展とわが国の国際競争力向上な
どに寄与する拠点とするためのアイデアを募集。
国内外から966もの作品が寄せられた。
　コンペの結果をふまえ大阪市は、2003年10月、
まちづくりの基本的な方向性を取りまとめた「大
阪駅北地区全体構想」を発表した。その中には、
地区に導入すべき機能として「知識・新産業・ビ

ジネス創造拠点(ナレッジキャピタル)」が盛り込
まれた。
　2004年３月には、関西の産学官のメンバーによ
る大阪駅北地区まちづくり推進協議会(以下、推
進協議会)が設立され、秋山関経連会長(当時)が
座長に就任した。さらに、同年11月には、当会が
中心となり、大阪駅北地区まちづくり推進機構(以
下、推進機構)を立ち上げ、推進協議会と連動し
てまちづくりの具体化に向けた検討が進められた。
　2005年３月、推進協議会は「ナレッジ・キャ
ピタル構想」に向けた提言を策定、それを具体化
したものとして、2005年９月、推進機構が「ナレッ
ジ・キャピタルの実現に向けて」と題した報告書
を取りまとめた。翌年２月には、報告書の内容を
反映し、開発事業者の募集が行われ、決定した
12社により以降の開発が進められてきた。2011
年２月には大阪駅北地区の名称が、公募の結果、



「うめきた／梅北」に決定。そして、2013年４月
26日、「ナレッジキャピタル」を中核施設とする、
うめきた先行開発区域「グランフロント大阪」が
まちびらきした。

グランフロント大阪の特徴

　グランフロント大阪は、ナレッジキャピタルを
はじめ、日本最大級の店舗面積を誇る商業施設
やホテル、オフィス、分譲住宅を含む４棟の高層
ビルで構成された複合施設である（図1）。その名
称には、大阪の新しい玄関口にふさわしい「世界
に開かれた最前線のまちであり続けたい」という
思いが込められている。
　大阪駅北口の正面に誕生した、約10,000㎡の
憩いの空間「うめきた広場」をはじめとする豊か
なオープンスペースでは、さまざまな取り組みを
通じて街のにぎわいを創出していく。その運営管
理は、公民連携による持続的かつ一体的なまちの
運営を推進するタウンマネジメント組織、一般社
団法人グランフロント大阪ＴＭＯ(以下、ＴＭＯ)
が担っている。

■歩道空間を活用したオープンカフェ
　グランフロント大阪では、公民連携による先進
的なエリアマネジメントの取り組みとして、地区
内の歩道空間を活用したオープンカフェが設置さ
れた。これは、2011年10月の都市再生特別措置
法の一部改正により創設された「にぎわい・交流
創出のための道路占用許可の特例制度」を、西
日本で初めて活用したものである。大阪市が特例
道路占用区域の指定という行政手続きを実施した
ことで、民間主体であるＴＭＯによる道路占用お
よび歩道空間の活用が特例的に可能となった。

■梅田の新たな交通サービス
　まちびらきに合わせて、「うめだ、ぐるっと、め
ぐる」をコンセプトに、エリア巡回バス「うめぐ
るバス」が運行を開始した。梅田地区の12地点を、
約30分で周回する。また、新たな移動手段として
レンタサイクル「うめぐるチャリ」も誕生。「うめ
きた広場」内に貸出・返却ポートが設けられた。
さらに、「うめぐるバス」のルートに近接する駐車
場と連携した「うめぐるパーキング」の設置により、
梅田地区への自動車の流入抑制もはかられる。
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うめきた広場

オープンカフェ

〈図１ グランフロント大阪施設構成〉
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知の交流から新たな価値を生み出す
知的創造拠点「ナレッジキャピタル」

ナレッジキャピタルとは
　グランフロント大阪の中核施設・ナレッジキャピタ
ルは、「感性」と「技術」の融合により「新たな価値」
を創出する複合施設である（図２）。
　分野を超えたさまざまな人々の出会いと交流のた
めの会員制サロン「ナレッジサロン」、イノベーション
創出のための事務所スペース「ナレッジオフィス」、
多目的劇場「ナレッジシアター」、国際会議に対応す
る都市型会議施設「ナレッジキャピタル コングレコン
ベンションセンター」、先端技術を見て、触れて、体
験して、語り合う交流施設「The Lab．」、企業と生
活者とのコミュニケーション空間「フューチャーライ
フショールーム」などの施設で構成されている。

　また、ナレッジキャピタルには、コミュニケーショ
ンの活性化を担う専門スタッフ「ナレッジコミュニ
ケーター」が配置されている。参画者間のコラボレー
ションの促進、情報発信、来場者の反応や評価の
フィードバックなど、ナレッジキャピタル内の主要施
設において横断的に活動し、参画者による新しい価
値創造活動の支援を行う。なお、ナレッジキャピタ
ルの施設運営は、一般社団法人ナレッジキャピタル
ならびに、株式会社ＫＭＯが担っている。

イノベーションを創出する
「知」の集積

■ナレッジオフィス
　ナレッジオフィスには、企業のほか、産学官連携
プロジェクトに積極的に参画する大学、研究機関が
集積する（表）。大阪市立大学は、2013年７月(予定)
に「健康科学イノベーションセンター」を開設する。
健康科学に係る研究成果情報等の発信、大学シーズ・
企業ニーズのマッチング、健康科学関連人材の育成
等の取り組みを推進する。大阪大学は、「地域共創ラ
ボうめきた」にて、都市・地域づくりに必要な都市情
報の解析などを行うほか、ビジュアリゼーションを
キーワードに「VisLab OSAKA」を組織し、多様な
可視化技術によるサービスの提供を行う。
　研究機関では、関西文化学術研究都市（けいはん
な学研都市）にある独立行政法人情報通信研究機構
(ＮＩＣＴ)が、超臨場感技術および超高速ネットワー
ク技術の実証実験環境を構築し、大学や企業等さま
ざまな機関との連携を行う。また、関西経済界のシ
ンクタンクである一般財団法人アジア太平洋研究所

（ＡＰＩＲ）もナレッジオフィス内に移転した。

会員制交流サロン「ナレッジサロン」入会に関するお問合せ：
一般社団法人ナレッジキャピタル　TEL：06-6372-6427

ナレッジサロン

〈図２ ナレッジキャピタル施設構成図〉
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■特区制度を活用した事業
　ナレッジキャピタルを含む大阪駅周辺地区は、関
西イノベーション国際戦略総合特区の地区指定を受
けている。
　淀川キリスト教病院は、特区制度を活用し、ナレッ
ジキャピタル内に「未来型健診センター」を開設する。
先制医療サービスの提供のほか、大学・研究機関や
民間企業とも連携し、未病データを活用した新たな
バイオマーカーの探索や、医療産業用システムの研
究開発、新製品の実証試験の場の提供を行う。
　また、株式会社コングレは、イノベーション創出事
業として「ナレッジキャピタル コングレコンベンショ
ンセンター」を開設・運営する。国際会議の誘致や

情報発信、人材交流を促進することで、イノベーショ
ンプラットフォーム構築の一翼を担い、国際競争力の
強化に寄与することが期待される。

〈表 ナレッジオフィスに入居する大学・研究機関・行政〉

コンベンションセンターでのグランフロント大阪竣工披露祝賀会

大阪市立大学
抗疲労研究を中心とした、健康維持・先制医療への先進的取り組み（健康科学研究）を発信し、他大学、研究機関などと
の学学連携や企業等との産学連携を通じ、新たな製品・サービスを創出する。健康科学研究に係るセミナー等各種イベ
ントの開催を通じて、健康科学研究の最先端についての理解を市民に促す。

大阪工業大学
公開講座やセミナー等の開催による、教育研究成果の公表と社会交流の場とする。知的財産専門職大学院の教育研究
施設として、社会人教育の充実をはかる。また、学外の研究者・技術者との直接対話の場とすることで、産学公連携を
推進する。

大阪大学
（環境イノベーション

デザインセンター）

「地域共創ラボうめきた」を開設。都市・地域づくりに必要な都市情報の解析や、ＩＣＴや自然の叡智を活用した計画手
法を追求するほか、社会人教育プログラムを開講し、将来を見据えた都市・地域戦略の提言ならびにそれらを実践でき
る人材の育成を行う。

大阪大学
（VisLab OSAKA）

さまざまな可視化にまつわる技術とノウハウを結集し、スーパーコンピュータのユーザーをはじめ、ビジュアリゼーショ
ンを必要とする人々にサービスを提供するとともに、コミュニティーを醸成する活動を展開。

関西大学
産学官連携の拠点として「関西大学うめきたラボラトリ」を設置。総合大学ならではの豊富なコンテンツと高度な研究シー
ズを活用して、地元大阪・関西に根ざした地域連携活動を推進する。異分野を融合し、多様な社会ニーズに応えるイノベー
ションの創出をめざす。

慶應義塾大学
「慶應大阪シティキャンパス」として、ビジネスや生涯学習に関する公開講座の提供を通じた社会・地域貢献や、大学
院メディアデザイン研究科を中心とした産学官連携を実践する研究教育拠点としての活動を展開。

独立行政法人
情報通信研究機構

（ＮＩＣＴ）

情報通信技術の研究開発を、基礎から応用まで統合的な視点で推進。200インチ裸眼立体ディスプレイおよび超高速
ネットワーク(JGN-X)を活用し、大学や企業等さまざまな機関との連携を行う実証実験環境を構築。この実験環境を用い
て、臨場感あるコンテンツの制作や評価実験、さらには大容量コンテンツを伝送するネットワーク技術の実証実験を行う。

一般財団法人
アジア太平洋研究所

（ＡＰＩＲ）

アジア太平洋諸国が直面している諸問題に対して課題解決型で知的貢献し、日本・アジア太平洋地域の持続的な発展に
寄与すべく設立されたシンクタンク。アジア太平洋の共通課題の解決や日本・関西の新たな活力創出に向けた研究を推
進する。

公益財団法人都市活力
研究所／グローバルベン
チャーハビタット大阪

産業活性化のための産学官の交流・連携の促進、産学官連携による人材育成・教育研修および都市の活性化のための
まちづくりの調査研究・活動支援を通じて、関西・大阪の都市活力の向上に寄与する。

大阪市
グローバルイノベーション拠点「大阪イノベーションハブ」を開設。大阪・関西のポテンシャルを最大限に活用しながら、
国内外から人材・情報・資金を誘引し、新製品・新サービスにつながるプロジェクトの創出・支援を行うため、グローバ
ルなビジネスネットワーク構築に向けた国際プロモーションやオープンイノベーションの推進等に取り組む。



ナレッジキャピタルにおける
当会事業の展開
■関経連うめきたナレッジオフィス
　当会では「関西イノベーション国際戦略総合特区」
の推進を重点事業としている。うめきたを特区の中
核拠点に位置づけ、情報発信や人材交流の場として、
ナレッジキャピタル内に「関経連うめきたナレッジオ
フィス」を開設した。当会のサテライトオフィスとして、
今後、イノベーション創出に向け企業や研究機関、
大学等との交流スペースとして活用するほか、けい
はんな学研都市をはじめとする特区の各拠点の成果
を発信し、特区事業のさらなる加速・拡大をはかる
場とする。また、立地の利便性を生かした多目的ス
ペースとして、当会が取り組んでいる各種プロジェク
トの推進拠点としても活用していく。
　現在、けいはんな学研都市が有する技術の発信を
目的に、情報通信研究機構によりThe Lab. 内に設
置される、３Ｄ映像を眼鏡なしで見ることができる
200インチ裸眼立体ディスプレイ（写真）等を活用し
た、けいはんな学研都市とうめきたとの拠点連携プ
ロジェクトが進められている。
■健康科学ビジネス推進機構
　大阪市立大学がナレッジオフィスに「健康科学イ

ノベーションセンター」を開設するのに合わせ、当会
が関西バイオメディカルクラスター健康科学推進会
議と連携し設立した「健康科学ビジネス推進機構」
を同オフィスに移転する。
　「健康科学イノベーションセンター」は、本機構の
事業内容との親和性が高く、双方が共同オフィスで
有機的に連携することで、健康科学分野に関する新
たな製品・産業創出の推進をはかる。
　このような事業の展開に加え、当会はナレッジキャ
ピタル推進後援共同体として、ナレッジキャピタル
で開催される各種イベントの後援等を行うなど、うめ
きたの活性化に資する活動を支援していく。

(産業部 東憲司）

オープニングイベント
●「ＴＨＥ 世界一展」
　４月26日（金）から９月１日（日）まで、「魅せますニッポンの
技と人」をテーマに、The Lab.内にあるイベントラボにてナ
レッジキャピタル開業記念イベント「ＴＨＥ 世界一展」を開
催。本イベントは、展示やプログラムの共同開発を目的に、
2012年11月、ナレッジ
キャピタルと基本協定
を締結した東京・お台
場の国立サイエンス
ミュージアム「日本科
学未来館」の企画協力
によるもの。全国各地
にある、日本が世界に
誇る「知」が生み出し
た技術・製品の数かず
を展示する。

●ロボット演劇「銀河鉄道の夜」
　５月２日(木)から12日(日)まで、ナレッジシアターのこけら
落とし公演として、宮沢賢治原作、大阪大学教授で劇作家
の平田オリザ氏の脚本・演出によるロボット演劇版「銀河鉄
道の夜」を上演。
　劇中に登場するロ
ボット「ロボビー」は、
けいはんな学研都市に
ある㈱国際電気通信基
礎技術研究所(ＡＴＲ)
知能ロボティクス研究
所で開発されたもので
ある。コミュニケーショ
ンに必要な機能を持つ
知能ロボットで、舞台
上で俳優と共演する。

200インチ裸眼立体ディスプレイ
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一歩先の未来を提案し、企業とユーザーが「関係性」を構築する場

フューチャーライフショールーム 主な出展企業

◉アシックスストア大阪
アシックスジャパン（株）
ランナーのためのパーソナルサービ
スを展開。一人ひとりのランニング
能力を科学的に分析するランニング
ラボと、足型を立体的に測定し、ラ
ンニング中の足の運びを診断するＦ
ＯＯＴ－ＩＤを導入。

◉エナレッジ
関西電力グループ
エネルギーの“ホント”や暮らしにつ
いて楽しみながら学べる体験型施
設。普段意識することがないエネル
ギーに関する情報や、省エネで豊か
な暮らしの提案などを行う。

◉ａｕ ＯＳＡＫＡ
ＫＤＤＩ（株）
関西エリア初の直営店舗。最新商品
やサービスを体験できるショールー
ムと各種手続きが可能な専用カウン
ターを常設。国内唯一の総合通信会
社として、何でもできる、選べる「あ
たらしい自由。」を提案。

サントリー酒類（株）
日本のウイスキーのふるさとである
山崎蒸留所がある大阪の地で、「ウ
イスキーのある豊かなライフスタイ
ル」をコンセプトに、最高のウイス
キーが体験できる複合施設。

ダイキン工業（株）
“空気”をテーマとした体感型ショー
ルーム。「空気の気づき」ゾーン、
住宅用と業務用の各ソリューション
ゾーンで構成。空気とのふれあいと
体感を通じて、新たな暮らしを提案。

◉スイーツ・ラボ
学校法人大手前学園
スイーツの情報発信基地。高度な製
菓技術を習得できる「ラボ」、スイー
ツにまつわる最新の情報が収集でき
る「ギャラリー」、そして教育機関な
らではの交流の場「スタジオ」を配
置。

近畿大学水産研究所が研究・開発し
育てた近大マグロをはじめ、安心・
安全でおいしい養殖魚を和歌山の食
材とともに提供する専門料理店。「実
学教育」という建学の精神に基づき、
教育・研究の場としても活用。

コカ・コーラウエスト（株）
商品やプロモーションの情報を体験
できるショールーム。季節などに応
じて新しい話題を提供。また、125
年以上の歴史を持つコカ・コーラの
知識についても学ぶことができる。

積水ハウス（株）
「生きるコトを、住むコトに。」をテー
マに、自分らしい暮らし方を発見し、
共創していく場。「かぞくのカタチ」

「いごこちのカタチ」「いきかたのカ
タチ」といったテーマ展示などを行
う。

◉Smart Camp うめきた
ロート製薬（株）
食と美と健康をつなぐパワースポッ
ト。フレンチの巨匠・三國シェフと
コラボレーションした薬膳フレンチ
レストラン、都会型農園、リラクセー
ションサロンで、今と未来の“健康”
作りをお手伝い。

◉近大卒の魚と紀州の恵み近畿大学水産研究所
（株）アーマリン近大（近畿大学発ベンチャー企業）

◉コカ・コーラウエスト ハピネスラボ

◉ＳＵＭＵＦＵＭＵＬＡＢ［住ムフムラボ］◉ＳＵＮＴＯＲＹ　ＷＨＩＳＫＹ　ＨＯＵＳＥ

◉ダイキンソリューションプラザ「フーハ大阪」


